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はじめに 

すべての学生が「人間力」と「技術力」を育み、自らの人生を拓いていく未来へ 

この冊子には、大学院に入学した皆さんが「人間力」と「技術力」を育むための基本となる本学大学院の３つの方針（ポリシー）、すな

わち、アドミッション・ポリシー、カリキュラム・ポリシー、ディプロマ・ポリシーを大学院全体および各研究科別に記載しています。 

アドミッション・ポリシーは、本学が入学を希望する皆さんに対して求める能力や資質に関する考え方です。ディプロマ・ポリシーは、

皆さんを大学院修了と認定する基準を記載しています。そして教育課程を編成する際のポリシーがカリキュラム・ポリシーです。大学院

生の皆さんが、これらのポリシーを理解し、本学がどのような院生をどのように育成しようとしているか、十分理解して研究活動に励ま

れることを期待します。 

 社会が高度で複雑になるにつれ、技術系の人材ニーズは大学院修了レベルの能力を求める傾向が顕著になってきました。本学の大学院

は学則において「学術の理論および応用を教授研究し、その深奥を究めて、文化の進展に寄与する」ことを目的と定めています。本学大

学院の３つのポリシーは、社会的状況ふまえて、学則に示した大学院の目的を、本学大学院の今日的なあるべき姿を示すものとして具体

化し策定してきました。皆さんが本学大学院での研究活動を通じて、深い学識と卓越した能力を身に付け、将来、社会で活躍されること

を期待しています。 

大阪電気通信大学 

学長 塩 田 邦 成 

1



 
 

大阪電気通信大学大学院 
アドミッション・ポリシー 

（全学の入学者受入れ方針） 

 

大阪電気通信大学大学院では、学士で培った研究に関する基礎能力を更に発展させるべく、工学・医療・総合情報の各研究分野

において、それぞれ志す専門分野の真理の探究に努め、未来社会の進展に貢献できる責任ある人材の輩出を目指します。 
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工学研究科 
アドミッション・ポリシー 

（工学研究科の入学者受入れ方針） 

 

工学研究科は、産業の基盤となる工学およびその根幹をなす科学技術の基礎と応用を教授研究するとともに、高度な工学技術を

通して社会に貢献できる専門的な人材を育成することを目的としています。このため、次のような学生を求めています。 

(1) 社会に関する幅広い教養と、基礎科学および工学の知識を身につけている人。 

(2) 工学、科学に関する高度な専門知識を修得し、新しい分野を開拓し、自ら問題解決をしたいと思っている人。 

(3) 科学技術に対する正しい倫理観を持ち、自らの専門知識を通して社会に貢献したいと考えている人。 
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医療福祉工学研究科 
アドミッション・ポリシー 

（医療福祉工学研究科の入学者受入れ方針） 

 

医療福祉工学研究科は、医療・保健・福祉領域に展開しうる工学技術の基礎と応用を教授研究すると共に、当該分野で活躍で

きる専門的な人材を育成することを目的としています。このため、次のような学生を求めています。  

(1) 生命科学の基礎知識を有し、医学や工学の応用技術を体系化して学べる学習基盤を有している人 

(2) 生体医工学、医療工学、福祉工学、健康運動科学、リハビリテーション科学の分野において関心を持ち、高度な専門家を志

す強い意志を持つ人 

(3) 医療福祉工学の学術領域において、研究活動に必要な基礎コミュニケーション能力および情報収集能力を有し、主体的な研

究活動を行う意欲を持つ人 
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総合情報学研究科 
アドミッション・ポリシー 

（総合情報学研究科の入学者受入れ方針） 

 

総合情報学研究科は、現代社会の基盤である情報技術の根幹をなすコンピュータサイエンスを基本とし、日本が世界を先導して

いるゲームやアニメーションなどのコンテンツ制作やネットワーク、グラフィクス、計測・制御などの高度情報化社会に必要とさ

れる研究分野に対して、高度な技術力と創造力および表現力により、社会に貢献できる専門的な人材を育成することを目的として

います。このため、次のような学生を求めています。 

(1) 社会に関する幅広い教養と、情報関連分野において新たな技術を生み出すための基礎能力を有し、自主的に計画・行動が

できる人。 

(2) 情報関連分野において高度な専門知識を修得し、新しい分野を開拓し、自ら問題解決をしたいと思っている人。 

(3) 自らの専門性を持って、研究や創作などを通して社会に貢献する意欲のある人。 
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大阪電気通信大学大学院     
カリキュラム・ポリシー 

（全学の統一的教育方針） 

 
大阪電気通信大学は、時代のニーズにマッチした確かな技術力と人間力を身につけ、社会で役立つ人材を育成・輩出することを

使命としています。本学の大学院では工学研究科、医療福祉工学研究科、総合情報学研究科の３つの研究科を設置しており、それ

ぞれの研究科内の各専攻において、実践的な実学の教育研究体制を構築しています。すなわち、大学院でのカリキュラムや研究指

導では、各専攻における専門性を追求しながら、人間生活や地球環境に関わるより幅広い分野の科学技術に対する興味と理解を深

め、これからの社会や産業に貢献できる技術者としての人間力を養います。そのために、学修してきた知識や技能を応用しながら

着実に課題を解決していく「問題解決能力」に加えて、社会のニーズから自分の研究課題を見出すことができる「問題発掘能力」

を培っていきます。 
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大阪電気通信大学大学院     
ディプロマ・ポリシー 

（全学の統一的学位授与方針） 

 
大阪電気通信大学は、時代のニーズにマッチした確かな技術力と人間力を身につけ、社会で役立つ人材を育成・輩出することを

使命としています。そのため、本学大学院の全研究科では、実践的な実学の技能として基盤となる次の３つの能力を修得している

ことを共通の要件としています。 

 

(1) 手が動かせること：学修した知識や技能を組み合わせて活用し、与えられた課題および自分で見出した課題に対して着手で

きる能力。 

(2) 絵が描けること：頭の中で考えているアイデアやイメージしていることを図式化して、ビジュアルな形として表現できる能

力。 

(3) コミュニケーションができること：人の考えを理解し、自分の考えも適切に伝えることができ、協働作業の中で自分の役割

を果たしながら、主体的に課題解決に取り組んでいく能力。 

 

 さらに、これら３つの能力を総合的に応用して、これからの社会や産業の発展のために、グローバルな視野から新たな課題を発

掘して解決していく創造力を培い、技術者としての責任感や倫理観を身につけた者に対して、「修士（専攻分野）」の学位を授与

します。 

 以上に加えて、より高度で幅広い課題にも取り組むことができ、リーダーとしても強い責任感をもって統率していく能力を有し

ていると認められる者に対して、「博士（専攻分野）」の学位を授与します。 
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工学研究科 
カリキュラム・ポリシー 

（工学研究科の統一的教育方針） 

 

工学研究科では、基礎科学、電気、電子、情報・通信、機械、制御、建築の分野において社会に貢献できる人材を育成することを目的としています。

それらの分野における技術の進展、複合化は非常に速く、従来の電気、機械等の分野区分では十分な対応が難しくなっています。そのため工学研究科

を工学専攻の一専攻とし、そこに先端理工学、電子通信工学、制御機械工学、情報工学、建築学の５コースを置き、選択したコースの授業に加えて他

のコースの授業を履修することにより、幅広い知識を獲得できるようにしました。また、研究においては分野の異なる研究者の指導が受け易くなり、

研究の幅を広げることができます。それらのコースにおけるカリキュラムを通じて博士前期課程（修士課程）及び博士後期課程では以下のことを目指

します。 

 

博士前期課程（修士課程）: 

(1) 自ら進んで学び、高度な専門知識を修得する。 

(2) 問題を設定し、自ら解決する能力を修得する。 

(3) 人の考えを理解し、自己の考えを適切に伝達できるコミュニケーション能力、プレゼンテーション能力および協調性を身につける。 

(4) 科学技術に対する正しい倫理観を身につける。 

 

博士後期課程： 

(1) 新しい分野を開拓し、独創的な研究を遂行できる能力を修得する。 

(2)リーダーとして責任感を持ち、課題解決を統率していく能力を修得する。 
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総合電子 物質化学 基礎科学 数理解析 共 通

基 幹 科 目 群

固体物理学特論1,2

半導体工学特論1,2

有機化学特論

無機化学特論

量子物理学特論

現代物理学特論

複素解析特論

ナノ工学特論

資源工学特論

ﾊﾞｲｵﾅﾉﾃｸﾉﾛｼﾞｰ特論

ｹﾐｶﾙﾊﾞｲｵﾛｼﾞｰ特論

分子分光学特論

先端物理学特論

ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ統計
力学特論1,2

地球物理学特論

組み合わせ
数学特論

数論特論

先端理工英語
1,2

ゼミナール
1,2,3,4

特別研究
1,2,3,4

先端計測特論

先端理工学コース

現象数理学特論

カリキュラム・ツリー（博士前期課程）

現代幾何学特論

確率モデル特論
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１* ２* ３* ４*

半導体デバイス工学 ○ ○ ◎ ◎

光デバイス工学 △ ◎ ◎ ◎

集積デバイス工学 ○ ○ ◎ ◎ ◎

光・電子デバイス特論 △ ◎ ◎

電磁波論 △ △ ◎ ◎ ◎

アンテナ工学 △ ◎ ◎

電磁計測特論 △ ◎

電波応用工学特論 △ ◎ ◎

衛生通信工学特論 ○ ◎ ◎

電力システム工学 ○ ○ ◎ ◎

ネットワーク工学 ○ ◎ ◎

情報セキュリティ △ △ ◎

信号処理 ○ ◎ ◎

暗号理論特論 ○ ◎

信号システム理論特論 ○ ○ ◎ ◎

情報システム工学特論 △ ◎ ◎

ゼミナール ゼミナール１ ゼミナール２ ゼミナール４

特別研究 特別研究１ 特別研究２ 特別研究４

赤：必修科目 ○：奇数年開講科目（西暦） １*：半導体デバイス分野 ２*：光デバイス分野
青：選択必修科目 △：偶数年開講科目（西暦） ３*：通信技術分野 ４*：センシング技術分野
黒：選択科目

○

○

ゼミナール３

特別研究３

○

○

△

△

△

△

△

光・マイクロ波
工学

通信・ネットワーク
工学

共通

科　目

電子通信工学コース
カリキュラム・ツリー　（博士前期課程）

２年前期
進路分野

２年後期１年後期１年前期分野

光・電子デバイス
工学

△
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電子通信工学コース
カリキュラム・ツリー （修士前期課程）

半導体デバイス分野 光デバイス分野 

センシング技術分野通信・システム技術分野 

（進路分野） 

共通

ゼミナール

特別研究

集積デバイス工学

光
デ
バ
イ
ス
工
学

電磁計測特論

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
工

学
特
論

電磁波論

電力システム工学

電力システム工学

赤：必修科目 黒：選択科目

半導体デバイス工学 光・電子デバイス工学特論

情報セキュリティ

暗号理論特論
アンテナ工学

電波応用工学特論

衛星通信工学特論

信号処理
信号システム理論特論
情報システム工学特論

青：選択必修科目

（電力デバイス）

（スマートグリッド）
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特別研究
指導教員の指導の下、それぞれの研究課題に関する研究を行う。
また、研究に関し副指導教員から補助的指導を得る。

制御機械工学コース
カリキュラムツリー（博士前期課程）

１．必修科目

ゼミナール１

ゼミナール２

ゼミナール３

ゼミナール４

特別研究１

特別研究２

特別研究３

特別研究４

日本語文献の調査とその調査
結果のプレゼン

企業研究の結果報告と修士研
究の進捗状況プレゼン

英語文献の調査とその調査結
果のプレゼン

修士論文の主査/副査と，他教
員への研究推進のプレゼン
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ロボティクス特論

バイオメカニズム論
アクチュエータ

工学特論

CAD工学特論

加工学特論

エネルギー
変換工学特論

2.専門科目関連ツリー

計測制御工学

計測工学特論

現代制御特論

機械・加工学

機械力学特論

材料力学特論
エネルギー・環境工学

熱工学特論

流体工学特論

基幹科目（選択必修）

設計工学特論

情報システム特論
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３．共通科目（必修科目以外）

産学連携機械
工学特論

本コースでは、これらの科目を
通じて、グローバルに通用する
エンジニアの育成に努める。

テクニカル
コミュニケーション1

基幹科目（選択必修）

テクニカル
コミュニケーション2

英語でのコミュニケーション
能力を養う。

産業界の第一線で活躍されている研
究者、技術者、経営者などの話を聞く
ことにより、勉学への意欲を育む。

国際的に通用するエンジ
ニアとしての素地を育む。

国際工学技術特論1

国際工学技術特論2
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分野 科目 1年前期 1年後期 2年前期 2年後期

情報数理学特論

自然言語処理特論

システム情報科学特論

パターン認識特論

知能情報処理特論

三次元計測特論

画像情報解析特論

コンピュータビジョン特論

計算機統計学特論

人間工学特論

理論計算機科学特論

システムLSI設計特論

知能システム特論

コンピュータグラフィックス特論

光情報センシング特論

光情報処理特論

ゼミナール１ ゼミナール２ ゼミナール３ ゼミナール４

専門的知識とサーベイ
技術の基礎

広範な知識と高度な専
門性の獲得

専門知識に基づき研究
内容を説明する能力

研究内容を広く公表する
能力

特別研究１ 特別研究２ 特別研究３ 特別研究４

研究課題の発見
協調的な問題解決能力
の獲得

創造的な問題解決能力
の獲得

高度な研究能力の獲得

情報工学コース　カリキュラム・ツリー

修
士
学
位
論
文
の
提
出
・
公
聴
会

情報工学および関連する諸分野に関する広範な知識と高度な
専門的技術の体得を目指し，1年次，および2年次において履修する

情報工学およびその関連分野に関する研究能力の向上
情報工学技術者としての高い倫理観の獲得

情報処理学

生産管理工学

計算機基礎学

視覚情報学

共通

ゼミナール

特別研究

情報基礎学
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計画設計・史論分野
（選択科目＋選択必修科目）

構造力学分野
（選択科目＋選択必修科目）

情報生産環境分野
（選択必修科目）

共通
（必修科目）

都市建築計画特論（選必，2）
伝統建築特論（選必，2）
都市建築設計マネジメント*（選，
2）
建築・都市保存再⽣技術*（選，
2）

構造デザイン特論（選必，2）
ハイブリッド構造特論*（選，
2）
建築構造解析特論（選，2）

建築環境設備特論（2）
建築施⼯計画特論*
（2）
ICT建築設計⽣産論
（2）
BIM情報特論*（2）

１
年

次

ゼミナール１
(1)
特別研究１(2)
ゼミナール２
(1)
特別研究２(2)

インターン系分野（選択科目＋選択必修科目）
２
年
次

ゼミナール３
(1)
特別研究３(2)
ゼミナール４
(1)
特別研究４(2)

設計技術演習1（選，4）
設計技術演習2（選，4）
建築設計インターンシップ1（選必，3）
建築設計インターンシップ2（選必，3）

建築学コース カリキュラムツリー

注1：建築学コースを修了するには，必修科⽬12単位，建築学コースの選択必修科⽬10単位以上，建築学コースの
選択必修科⽬と選択科⽬をあわせて14単位以上，合計30単位以上が必要

注2：科⽬名後のカッコ内の数字は単位数を⽰す
注3：科⽬名に*が付いているものは，2022年度は⾮開講で，2023年度に開講
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建築学コース 建築⼠資格実務要件認定年数 [様式２]

共通 共通

都

市

建

築

計

画

特

論

伝

統

建

築

特

論

都

市

建

築

設

計

マ

ネ

ジ

メ

ン

ト

建

築

・

都

市

保

存

再

生

技

術

構

造

デ

ザ

イ

ン

特

論

ハ

イ

ブ

リ

ッ

ド

構

造

特

論

建

築

構

造

解

析

特

論

B

I

M

情

報

特

論

I

C

T

建

築

設

計

生

産

論

建

築

施

工

計

画

特

論

建

築

環

境

設

備

特

論

設

計

技

術

演

習

1

設

計

技

術

演

習

2

建

築

設

計

イ

ン

タ

"

ン

シ

ッ

プ

1

建

築

設

計

イ

ン

タ

"

ン

シ

ッ

プ

2

ゼ

ミ

ナ

"

ル

1

・

2

特

別

研

究

1

・

2

都

市

建

築

計

画

特

論

伝

統

建

築

特

論

都

市

建

築

設

計

マ

ネ

ジ

メ

ン

ト

建

築

・

都

市

保

存

再

生

技

術

構

造

デ

ザ

イ

ン

特

論

ハ

イ

ブ

リ

ッ

ド

構

造

特

論

建

築

構

造

解

析

特

論

B

I

M

情

報

特

論

I

C

T

建

築

設

計

生

産

論

建

築

施

工

計

画

特

論

建

築

環

境

設

備

特

論

設

計

技

術

演

習

1

設

計

技

術

演

習

2

建

築

設

計

イ

ン

タ

"

ン

シ

ッ

プ

1

建

築

設

計

イ

ン

タ

"

ン

シ

ッ

プ

2

ゼ

ミ

ナ

"

ル

3

・

4

特

別

研

究

3

・

4

建築学コースの必修・

選択必修・選択
□ □ △ △ □ △ △ □ □ □ □ △ △ □ □ ◯ □ □ △ △ □ △ △ □ □ □ □ △ △ □ □ ◯

単位 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 4 4 3 3 合計6 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 3 3 4 4 合計6 最低単位数

開講期 後 前 前 後 前 後 前 前 後 前 後 前 後 前 後 後 前 前 後 前 後 前 前 後 前 後 前 後 前 後

実務要件科目タイプ 講 演 講 演 講 講 演 演 イ イ イ イ 講 演 講 演 講 講 演 演 イ イ イ イ

0年タイプ（論文系） ■ ■ ■ ■ ■ ● ■ ■ ● 30

1年タイプ（論文系） ■ ■ ■ ★ ★ ★ ● ● ● ★ ★ ★ ★ ★ ● 30

2年タイプ（設計系） ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 42

◯建築学コースで必修（修了には12単位の修得が必要） ●各タイプで必修

□建築学コースで選択必修（修了には10単位以上の修得が必要） ■各タイプで選択必修（修了に必要な単位が揃うように履修すること）

△建築学コースで選択(修了には建築学コースの選択必修科目と合わせて14単位以上の修得が必要） ★1年認定タイプでは選択必修（赤，青のそれぞれから各2科目以上）

〼2022年度は開講なし（2023年度に開講）

☒2023年度は開講なし（2022年度に開講）

2年次

計画設計・史論分野 構造力学分野 情報生産環境分野 インターン系分野計画設計・史論分野 構造力学分野 情報生産環境分野 インターン系分野

1年次
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ディプロマ・ポリシー 

 

工学研究科では、高度な技術力と人間力を身につけ、社会に貢献しうる専門的な人材を育成することを使命としています。そのため工学分野の基

礎・専門知識を広く修得した上に、 

(1) 自ら新たな課題を開拓し、柔軟な発想をもって課題を解決できる応用力を身につけていること。 

(2) 高度に専門化した分野において、チームでの協働作業で自己の役割を果たした上で、さらに継続的な探究心と問題解決力を保持し、新たな技

術の創成に寄与できる能力を身につけていること。 

(3) 現代技術社会に広く対応できる、プレゼンテーション能力とコミュニケーション能力を身につけていること。 

以上に加えて、各分野における専門家として社会に貢献しうると認められた者に「修士(工学)」の学位を、さらに新しい分野を開拓し、独創

的な研究を遂行でき、リーダーとしての強い責任感を有すると認められた者に「博士（工学）」の学位を授与します。 
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医療福祉工学研究科 
医療福祉工学専攻 

カリキュラム・ポリシー 

 

医療福祉工学専攻では、医療・保健・福祉領域に展開しうる工学技術の高い専門性と総合力を兼ね備えた研究・技術者を育成するために、以下のよ

うなカリキュラムを設置しています。 

 

博士前期課程： 

(1)高度に専門化された医療福祉工学の学術領域において、実践の場で活用しうる生体医工学、医療工学、福祉工学、健康運動科学、リハビリテーシ

ョン科学に分野別された専門科目群を設置しています。     

(2)多岐にわたる関連領域で通用するプレゼンテーション能力を身につけるため、特別演習を設置しています。プレゼンテーション能力は、専門性が

異なる複数の本専攻所属教員により指導・評価します。 

(3)生命科学を基礎とした融合分野である医療福祉工学領域において、学内外で実施される教育プログラムを受講する特別講義を設置しています。本

講義は世界的な視野を持ち、新規分野の開拓者になることを目的としています。 

(4)指導教員の指導のもとに特定の課題について研究し、修士論文を作成するための特別研究を設置しています。 

 

博士後期課程： 

生体医工学、医療工学、福祉工学、健康運動科学、リハビリテーション科学を包括した「医療福祉工学特殊研究」を設置し、医療福祉工学の学

術領域における問題発見と解決手段の具体化と実践を行い、博士論文にまとめるための研究指導を行っています。 
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医療福祉工学専攻 

カリキュラムツリー 
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ディプロマ・ポリシー 

 

博士前期課程： 

(1) 医療福祉工学専攻の博士前期課程に在籍して所定の単位を修得し、本専攻が行う修士論文の審査及び試験に合格した者に対して「修士（工

学）」の学位を授与します。 

(2) 博士前期課程修了にあたっては、次の点に到達していることを目安とします。 

1．生体医工学、医療工学、福祉工学、健康運動科学、リハビリテーション科学の分野において、実践の場で活用しうる専門的知識と技

術を修得していること 

2．同じ専門分野や関連する領域の研究者に対して研究成果を公表し、相互に理解を深めるためのコミュニケーション能力とプレゼンテ

ーション能力を有していること 

3．生命への尊厳、科学に対する真摯な姿勢、高い倫理的意識と社会に貢献する意志を持ち，集団で問題解決に挑むことができる社会性

を有していること 

 

博士後期課程： 

（1）医療福祉工学専攻の博士後期課程に在籍して所定の単位を修得し、本専攻が行う博士論文の審査及び試験に合格した者に対して「博士（工

学）」の学位を授与します。 

(2) 博士後期課程修了にあたっては，次の点に到達していることを目安とします。 

1．当該分野において深い学識を持ち、高度な実験技術とデータ分析能力を有していること 

2．国際的な視野を持ち、自らの研究成果を発信する能力とそれを学術論文として公表できる能力を有していること 

3．当該分野のみならず、グローバルに諸問題を発見し、解決する能力を有していること 

4．生体医工学、医療工学、福祉工学、健康運動科学、リハビリテーション科学の分野において、相互に議論できるバランス感覚とリー

ダーとして活躍できる能力を有していること 
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総合情報学研究科 
カリキュラム・ポリシー 

（総合情報学専攻の統一的教育方針） 

 

総合情報学専攻では、コンピュータサイエンス、デジタルゲーム、デジタルアートおよびアニメーションの分野において社会に貢献できる人材を育

成することを目的としています。ネットワークが高度に発達した現代の情報化社会では、これらの分野における技術の進展と複合化が急速に進み、ま

た技術の研究・開発段階から実社会での応用・事業展開にいたるサイクルも速く、技術力のみならず創造力、表現力が必要になり、さらには企画力、

管理力などの総合的な能力が社会から要求されるようになりました。 

そのため、総合情報学専攻はデジタルゲーム学、デジタルアート・アニメーション学、コンピュータサイエンスの３コースを設置し、選択したコー

スの授業に加えて他のコースの授業を履修することができるようにすることで、幅広い知識を獲得できるようにしています。また、研究・開発・制作

活動においては分野の異なる指導者の指導が受けやすくなり、活動の幅を広げることができます。 

これらのコースにおけるカリキュラムを通じて博士前期課程（修士課程）及び博士後期課程では以下の目標を目指します。 

 
博士前期課程： 

(1) 自ら進んで学び、高度な専門知識を修得し、また創造力と表現力を身につける。 

(2) 問題を設定し、自ら解決する能力を修得する。 

 (3) 人の考えを理解し、自己の考えを適切に伝達できるコミュニケーション能力、プレゼンテーション能力および協調性を身につける。 

 (4) 研究および創造活動に対する正しい倫理観を身につける。 
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博士前期課程 デジタルゲーム学コース： 

ゲームコンテンツ制作技術や柔軟な発想による人とコンピュータの間をつなぐインタフェース技術、さらにはデジタルメディアや娯楽に関する文

化的・産業的側面も視野に入れた分野において、社会に貢献できる人材を育成することを目的とし、情報技術をベースに芸術性を併せ持った創造

力の育成を目指しています。 

(1) 情報分野 

ソフトウェアの設計と開発、デジタルメディアのデザイン、空間設計、教育応用、プロジェクト推進など、それぞれ実践的かつ専門的見地か

ら教授する。 

(2) 芸術分野 

デジタルゲームの企画・構成、グラフィクスの制作技術、情報デザイン、芸術的創造、映像制作など、それぞれ実践的かつ専門的見地から教

授する。 

 

博士前期課程 デジタルアート・アニメーション学コース： 

デジタルゲーム学コースと同様に、情報技術と芸術性を併せ持つ人材の育成を目的としていますが、本コースでは映像制作、音楽、視覚イメージ

など芸術的・文化的創造を軸として、そのためにコンピュータサイエンスを応用するという観点で、多くの芸術分野に加えて情報技術分野を教授

する構成になっています。 

(1) 芸術分野 

映像制作、アニメーション、作曲、音響、視覚表現、様々なメディアによる表現、対話的コンテンツ、映像文化、美術・芸術活動などに関し

て、社会的に第一線で活動している専門家により実践的かつ専門的見地から教授する。 

(2) 情報分野 

情報技術を応用した創造活動を支えるための情報技術と、プロジェクトマネジメントや市場との関連など、産業として必要となる知識につい

ても教授する。 

 
博士前期課程 コンピュータサイエンスコース： 

コンピュータサイエンスコースは、情報科学、コンピュータシステム、メディアシステムの３分野に加えて、コース内での共通分野として全教員

23



 
 

が担当する演習から構成されています。 

(1) 情報科学 

情報の理論的基盤となる情報理論およびアルゴリズムに関する専門知識を教授する。 

(2) コンピュータシステム 

コンピュータシステムを構成する基礎としてのオペレーティングシステムやネットワークに関する専門知識とともに、医療や制御などのコン

ピュータの実践的応用についても最先端研究事例をもとに専門知識を教授する。 

(3) メディアシステム 

デジタルメディアの基礎となるコンピュータグラフィクスや画像認識技術、最近急速に進展しているバーチャルリアリティに関する技術とそ

の応用的側面、さらにこれらの技術を適用するロボティクスに関して、実践的な開発・研究を通して専門知識を教授する。 

 
博士後期課程： 

(1) 新しい分野を開拓し、独創的な研究を遂行できる能力を修得する。 

(2) リーダーとして責任感を持ち、課題解決を統率していく能力を修得する。 
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デジタルアート・アニメーション学コース
カリキュラム・ツリー（博⼠前期課程）

修⼠（情報学）

２
年

１
年

修⼠論⽂ または 修⼠作品

共通科⽬（必須科⽬12単位） 専攻専⾨科⽬（選択18単位）

他専攻の専⾨科⽬

ゼミナール3
ゼミナール4
特別研究3
特別研究4

ゼミナール１
ゼミナール２
特別研究１
特別研究２

情報分野

エンターテインメント⼯学特論
アートマネジメント特論
マーケティング特論

芸術分野

⽐較映像特論
映像⽂化特論
イメージビジュアライゼーション特論
ビジュアルデザイン特論
サウンドデザイン特論
ミクストメディアアート特論
ハイブリッドアニメーション特論
キャラクターコミュニケーション特論
クリエイティブマネジメント特論
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修士論文 または 修士作品

修士（情報学）

専攻専門科目 (選択14単位）共通科目

他専攻の専門科目

デジタルゲーム特論

ゲーム・グラフィックス特論

情報デザイン特論

ゲームアート特論

プランニング・プロデュース特論

情報アーキテクチャ特論

ソフトウエア構成学特論

教育ゲーム特論

プログラミング環境特論

問題解決特論

アニメーションプログラミング特論

デジタルメディアデザイン特論

情報分野 芸術分野

ゼミナール1

ゼミナール2

特別研究1

特別研究2

デジタルゲーム学研究

プレゼンテーション実習3

プレゼンテーション実習4

プレゼンテーション実習1

プレゼンテーション実習2

ゼミナール3

ゼミナール4

特別研究3

特別研究4

(必修14単位） (選択必修2単位）

2
年

1
年

デジタルゲーム学コース
カリキュラム・ツリー（博士前期課程）
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修⼠（情報学）

1年次

2年次

専⾨科⽬（選択10単位以上）
（情報科学分野）
• 情報理論特論
• アルゴリズム特論

（コンピュータシステム分野）
• オペレーティング
システム特論

• 計算機援⽤⼯学特論
• 情報ネットワーク特論

（メディアシステム分野）
• コンピュータ
グラフィックス応⽤⼯学

• バーチャルリアリティ特論
• ロボティクス特論
• コンピュータビジョン特論

（他コースの専⾨科⽬）

共通科⽬（必修20単位）

修⼠学位論⽂

コンピュータ
サイエンス演習1

↓

コンピュータ
サイエンス演習2

↓

コンピュータ
サイエンス演習3

↓

コンピュータ
サイエンス演習4

ゼミナール1

↓

ゼミナール2

↓

ゼミナール3

↓

ゼミナール4

特別研究1

↓

特別研究2

↓

特別研究3

↓

特別研究4

カリキュラムツリーコンピュータサイエンスコース カリキュラムツリー 
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ディプロマ・ポリシー 
 

総合情報学専攻は、高度情報化社会の基盤となる情報技術の根幹をなすコンピュータサイエンスの基礎と応用とともに、デジタルメディアの芸術的

表現や社会での適用のための企画・管理能力に関しても教授研究の対象としています。それにより、基盤となる情報通信ネットワーク、グラフィクス、

計測・制御技術から、映像やゲームの開発、World Wide Web をはじめとしたデジタルコンテンツ、ロボティクスなどの応用分野において、以下の条

件を満たした上で、社会に貢献できる専門的な人材を育成することを目的としています。そのため、情報技術分野の基礎・専門知識を広く修得し、以

下の条件を満たし、各分野における専門家として社会に貢献しうると認められた者に「修士(情報学)」の学位を授与します。 

(1) 自ら新たな課題を開拓し、柔軟な発想をもって課題を解決できる応用力を身につけていること。 

(2) 高度に専門化した分野において、チームでの協働作業で自己の役割を果たした上で、さらに継続的な探究心と問題解決力を保持し、新たな技術

の創成に寄与できる能力を身につけていること。 

 (3) 現代技術社会に広く対応できる、プレゼンテーション能力とコミュニケーション能力を身につけていること。 

 さらに以上の条件に加えて、新しい分野を開拓し、独創的な研究を遂行でき、リーダーとしての強い責任感を有すると認められた者に「博士（情報

学）」の学位を授与します。 
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教育基本三方針 

アドミッション・ポリシー（入学者受入れ方針） 

カリキュラム・ポリシー（教育課程編成方針） 

ディプロマ・ポリシー（学位授与方針） 

発行日 ： ２０２２年４月１日 

発行者 ： 大阪電気通信大学 

      大阪府寝屋川市初町 18-8 

           072-824-1131（代） 
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